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(百万円未満切捨て)
１．平成28年２月期第３四半期の連結業績（平成27年２月21日～平成27年11月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年２月期第３四半期 36,924 19.0 1,255 16.3 1,298 17.5 768 20.9

27年２月期第３四半期 31,008 2.9 1,078 38.1 1,104 42.0 635 △4.1
(注) 包括利益 28年２月期第３四半期 805百万円( 19.5％) 27年２月期第３四半期 674百万円( △1.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年２月期第３四半期 86.88 86.53

27年２月期第３四半期 82.22 82.07
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年２月期第３四半期 34,221 9,069 23.4

27年２月期 32,564 7,320 19.4
(参考) 自己資本 28年２月期第３四半期 8,039百万円 27年２月期 6,322百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年２月期 ― 10.00 ― 12.00 22.00

28年２月期 ― 13.00 ―

28年２月期(予想) 13.00 26.00
(注) １.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

２.28年２月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 11円00銭 記念配当 2円00銭
28年２月期期末配当金（予想）の内訳 普通配当 11円00銭 記念配当 2円00銭

　

３．平成28年２月期の連結業績予想（平成27年２月21日～平成28年２月20日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,100 18.6 1,500 11.8 1,520 9.8 890 9.7 99.49
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※通期の連結業績見通しについては、現段階では上記の連結業績予想に重要な変更はありません。なお、１株当たり当
期純利益につきましては、４月に行った公募及び５月に行った第三者割当による新株式発行により増加した株式数の期
中平均株式数を考慮した8,944千株を基に算出しております。詳細は添付資料３ページ「（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年２月期３Ｑ 9,234,000株 27年２月期 7,734,000株

② 期末自己株式数 28年２月期３Ｑ 117株 27年２月期 10,317株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年２月期３Ｑ 8,850,630株 27年２月期３Ｑ 7,733,883株

　　
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

●この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
●本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(平成27年２月21日～平成27年11月20日）におけるわが国の経済は、政府による経

済政策、金融緩和政策の下支えもあり円安株高を背景に企業収益、雇用情勢に緩やかな回復基調が見られまし

た。個人消費につきましては低価格志向とこだわり志向の二極化が進んでおりますが、平成26年４月の消費税増

税や円安に伴う物価上昇による実質所得の減少から消費マインドは低迷しており、依然として消費者の節約志向

が顕著であり、その後の回復も長期化の様相を呈しております。また、円安を背景とした原材料価格の高騰、人

件費の上昇、原油価格の下落等もあり依然として経営環境の先行き不透明感を払拭しきれない状況が続いており

ます。

このような状況のもと、当社グループは当第３四半期連結累計期間におきまして、新規出店として、ホームセ

ンター「ダイユーエイト」は３月に土浦おおつ野店（茨城県）、11月に田島店（福島県）を開店いたしました。

ペット専門店「ペットワールドアミーゴ」は新発田店（開店３月 新潟県）、自転車専門店「ワンズサイクル」

は、白河店(開店３月 福島県)を開設いたしました。またオフィス用品専門店「オフィスエイト」は３月に初の

県外出店となる山形県米沢市に米沢店を開設いたしました。これにより当第３四半期連結会計期間末の店舗数

は、107店舗となりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループ(当社及び連結子会社)の連結売上高は369億2

千4百万円(前年同期比19.0％増)、連結営業利益は12億5千5百万円(同16.3％増)、連結経常利益は12億9千8百万

円(同17.5％増)、連結四半期純利益は7億6千8百万円(同20.9％増)となりました。

　
セグメント業績は次のとおりであります。

　
〔ホームセンター事業〕

ホームセンター事業は、営業休止店舗を除く既存店ベースで、客単価が前年同期比で1.5％増加しましたが、

客数が前年同期比で2.5％減少したことから、既存店売上高は1.0％減少いたしました。

セグメント売上高につきまして既存店ベースでの商品別販売動向は、春先において用土、肥料等の園芸用品の

売上高が好調に推移しましたが、前年は消費税増税前の駆け込み需要もあった影響で家電製品、インテリア等の

売上高が前年同期比で大きく落ち込みました。夏場は猛暑日が続いたことで冷房、扇風機をはじめとした夏物季

節商品の売上が好調に推移いたしましたが、秋口からは例年に比べ気温が高かった影響もあって石油暖房等の冬

物商品の売行きの出足が鈍い状況が継続しております。今期は創立40周年にあたり、春、夏ともにそれぞれ実施

して参りました創立40周年大感謝祭を秋にも実施した結果、好天の影響も相俟って集客数が大きく増加するとと

もに、売上高についても前年同期比および計画数値比で大きく伸長いたしました。しかしながら、期首より継続

する原油価格下落に伴う灯油販売価格下落の影響が第３四半期連結累計期間における既存店全体の売上高減少の

大きな要因となっております。

セグメント利益につきましては、ホームセンターの主力部門である木材、工具、作業用品、植物、園芸、ガー

デニング用品等のホームニーズ商品の強化を商品戦略として取組み、商品の「差異化」を継続的に推進して参り

ました。さらに、従来の商品と併せて、高付加価値商材を積極的に投入し、その機能性、素材、品質を訴求する

とともに、ローカルチェーンとして園芸、農業資材を中心に地域特性商品を充実させることによってお客様の暮

らしに「新たな価値」を創造できる品揃えの実現に重点的に取組んで参りました。その結果、商品荒利益率は既

存店ベースで前年同期比0.5％改善いたしました。

これらの結果、ホームセンター事業における売上高は254億7千1百万円(前年同期比2.0％増)、セグメント利益

(営業利益)は16億3千8百万円(同1.0％減)となりました。

　
〔不動産事業〕

不動産事業における売上高は5億9千3百万円(前年同期比0.4％増)、セグメント利益(営業利益)は2億5千3百万

円(同3.8％増)となりました。

なお、近隣型ショッピングセンター「エイトタウン」は、当第３四半期連結会計期間末において計５箇所であ

ります。

　
〔子会社小売事業〕

子会社小売事業における売上高は49億8千2百万円、セグメント利益(営業利益)は8千5百万円となりました。

なお、子会社小売事業は前連結会計年度末より連結子会社としている株式会社日敷の営む小売事業であり、同

事業の売上高及びセグメント利益は当第３四半期連結累計期間の期首より当社グループの業績としているため、

前年同期との比較は行っておりません。

　
〔その他〕

当事業における売上高は、「ペットワールドアミーゴ」を展開するペットショップ事業及び「ワンズサイクル」

を展開する自転車専門店事業により69億7千1百万円(前年同期比8.9％増)、セグメント利益(営業利益)は8千9百

万円(前年同期はセグメント損失3千3百万円)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ16億5千7百万円増加し、342億2千1百万円

となりました。この主な要因は、新規出店に伴うたな卸資産の増加等であります。

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ9千万円減少し、251億5千2百万円となりまし

た。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加、短期借入金の増加、長期借入金の増加、1年内返済予定の長

期借入金の減少、未払法人税等の減少等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ17億4千8百万円増加し、90億6千9百万円と

なりました。この主な要因は、平成27年４月27日を払込期日とする公募による新株式発行及び平成27年５月27日

を払込期日とする第三者割当による新株式発行に伴う資本金及び資本準備金の増加、利益剰余金の増加等による

ものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成27年４月２日付「平成27年２月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」

において公表しました業績予想値に変更ありません。

なお、１株当たり当期純利益につきましては、平成27年４月27日を払込期日とする公募による新株式発行及び

平成27年５月27日を払込期日とする第三者割当による新株式発行により増加した発行済株式数の期中平均株式数

を考慮した8,944千株を基に算出しております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに

ついて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤

務期間に近似した債券の利回りに基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

この変更により、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年12月23日 16時23分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社ダイユーエイト(2662) 平成28年２月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,340,787 2,551,848

売掛金 341,302 459,903

有価証券 - 6,849

たな卸資産 9,034,586 9,971,145

その他 649,053 871,100

流動資産合計 12,365,730 13,860,847

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 21,341,938 22,661,059

減価償却累計額 △12,037,574 △12,469,198

建物及び構築物（純額） 9,304,364 10,191,861

土地 2,333,132 2,399,650

リース資産 1,763,451 1,740,249

減価償却累計額 △681,434 △615,072

リース資産（純額） 1,082,017 1,125,176

その他 1,461,386 785,187

減価償却累計額 △499,450 △535,470

その他（純額） 961,936 249,716

有形固定資産合計 13,681,449 13,966,404

無形固定資産

その他 1,403,956 1,509,940

無形固定資産合計 1,403,956 1,509,940

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,169,418 3,081,131

その他 1,948,236 1,808,063

貸倒引当金 △4,750 △4,750

投資その他の資産合計 5,112,905 4,884,445

固定資産合計 20,198,311 20,360,790

資産合計 32,564,042 34,221,638
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,894,808 3,565,072

電子記録債務 4,327,606 4,267,953

短期借入金 2,200,000 2,625,000

1年内返済予定の長期借入金 2,526,694 2,050,095

1年内償還予定の社債 90,000 30,000

リース債務 360,657 369,648

未払法人税等 469,401 246,494

その他 3,640,129 2,547,274

流動負債合計 16,509,296 15,701,538

固定負債

社債 15,000 -

長期借入金 5,612,349 6,358,171

リース債務 904,741 938,159

退職給付に係る負債 373,150 385,763

役員退職慰労引当金 60,000 64,856

長期預り保証金 1,063,571 1,013,152

資産除去債務 167,868 175,687

その他 537,312 515,065

固定負債合計 8,733,993 9,450,857

負債合計 25,243,290 25,152,396

純資産の部

株主資本

資本金 1,303,173 1,871,140

資本剰余金 1,224,682 1,792,649

利益剰余金 3,669,950 4,225,557

自己株式 △8,897 △74

株主資本合計 6,188,907 7,889,272

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 167,704 176,919

繰延ヘッジ損益 △407 △84

退職給付に係る調整累計額 △33,446 △27,038

その他の包括利益累計額合計 133,850 149,796

新株予約権 14,119 27,723

少数株主持分 983,873 1,002,450

純資産合計 7,320,751 9,069,241

負債純資産合計 32,564,042 34,221,638
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年２月21日
　至 平成27年11月20日)

売上高 31,008,516 36,924,203

売上原価 21,764,857 26,047,054

売上総利益 9,243,658 10,877,148

販売費及び一般管理費 8,164,790 9,621,559

営業利益 1,078,867 1,255,589

営業外収益

受取利息 16,331 17,002

受取配当金 6,197 6,576

受取手数料 123,827 120,437

その他 55,374 64,337

営業外収益合計 201,730 208,353

営業外費用

支払利息 108,780 96,275

借入手数料 40,635 36,485

その他 26,454 32,834

営業外費用合計 175,871 165,595

経常利益 1,104,727 1,298,348

特別利益

固定資産売却益 - 496

国庫補助金 - 13,895

受取損害賠償金 113,059 129,460

その他 8,302 -

特別利益合計 121,361 143,852

特別損失

固定資産売却損 372 -

固定資産除却損 1,706 31,236

固定資産圧縮損 - 13,895

役員退職慰労金 88,181 -

賃貸借契約解約損 - 44,051

減損損失 40,504 1,444

その他 - 4,029

特別損失合計 130,765 94,657

税金等調整前四半期純利益 1,095,323 1,347,542

法人税、住民税及び事業税 571,314 523,906

法人税等調整額 △117,984 33,819

法人税等合計 453,329 557,726

少数株主損益調整前四半期純利益 641,993 789,816

少数株主利益 6,096 20,853

四半期純利益 635,896 768,963
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年２月21日
　至 平成27年11月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 641,993 789,816

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 31,645 9,215

退職給付に係る調整額 - 6,408

繰延ヘッジ損益 623 322

その他の包括利益合計 32,268 15,946

四半期包括利益 674,262 805,762

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 668,165 785,348

少数株主に係る四半期包括利益 6,096 20,414
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年４月27日を払込期日とする公募による新株式発行及び平成27年５月27日を払込期日とする第

三者割当による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ567,967千円増加しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が1,871,140千円、資本準備金が1,792,649千円となって

おります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年２月21日 至 平成26年11月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計ホーム
センター事業

不動産事業
子会社
小売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 24,958,569 591,011 ― 25,549,581 5,458,934 31,008,516

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― 939,826 939,826

計 24,958,569 591,011 ― 25,549,581 6,398,761 31,948,343

セグメント利益
又は損失(△)

1,655,768 244,447 ― 1,900,215 △33,379 1,866,836

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設

事業、オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、輸入卸売事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,900,215

「その他」の区分の利益 △33,379

セグメント間取引消去 4,547

全社費用(注) △792,515

四半期連結損益計算書の営業利益 1,078,867

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年２月21日 至 平成27年11月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計ホーム
センター事業

不動産事業
子会社
小売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 25,471,131 593,646 4,982,882 31,047,660 5,876,542 36,924,203

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― 1,095,249 1,095,249

計 25,471,131 593,646 4,982,882 31,047,660 6,971,792 38,019,453

セグメント利益 1,638,715 253,959 85,599 1,978,275 89,710 2,067,985

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設

事業、オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、輸入卸売事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,978,275

「その他」の区分の利益 89,710

セグメント間取引消去 △6,152

全社費用(注) △806,244

四半期連結損益計算書の営業利益 1,255,589

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

平成27年１月13日に株式会社日敷の株式を追加取得し、前連結会計年度末より同社を連結子会社に含めたことに

伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「ホームセンター事業」、「不動産事業」の２

区分から「ホームセンター事業」、「不動産事業」、「子会社小売事業」の３区分に変更しております。なお当第３四

半期連結累計期間の比較情報として開示した前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報

告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。
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